



































































































































































































































































































































































































































































































































































図 15 図 16
図 17
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図 28
図 29












































第 1章 グローカル現象とジャポニスムについて 37
図 34
図 35
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図 41 図 42
数点太鼓橋を描いた。ジャポニスムの論
点からすれば、広重の《名所江戸百景

























































たのわたし弁天の社》（1856-1858, 図 50)(106)、《名所江戸百景 日本橋江戸
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図 47 図 48






越》（1830）や《名所江戸百景 神田明神曙之景》（1856-1858, 図 55)(111)、

























（1856-1858, 図 66)(120)、《名所江戸百景 両国橋大川ばた》（1856-1858, 図
44








































《名所江戸百景 亀戸梅屋舗》（1856-1858, 図 68)(123)を模写した《花咲く梅
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図 73 図 74
図 75 図 76
の情景はフランス絵画では印象派以前にはほとんどなかったし、黄色、青の
強調。遠近法による色面と色面の単純な組み合わせは、広重の《名所江戸百






































































































































































































三島越》や広重の《名所江戸百景 深川須崎十万坪》（1857, 図 91)(162)がで
58
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